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近年は紳士服にニットが採用されるなど、衣服の快適性への要望は多様化しています。本研
究は、長年培われてきた風合い評価技術を現代版にアップデートし、生地の機能性を設計段階
でデータ化・予測する試みです。目に見えない心地よさを客観的に示す、デジタル時代の新し
い基準作りを目指しました。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和７年度 試験研究概要

生地の物性を精密に計測できる風合い試験
機を用い、編地を含む13種の紳士服地から
29個の力学特性を測定しました。さらに、5
つの機能性（通気性、保温性、吸水速乾性、
ドレープ性、接触冷感性）を測定し、両者の
関係を統計解析を用いて、どの特性値がどの
機能性に強く影響しているかを解明しました
（図１）。

通気性と保温性は生地の構造に強く依存し、
2つの力学特性から性能の75%以上を説明で
きました（図2）。一方で、接触冷感性など
は素材の性質に依存することも判明しました。
機能発現のメカニズムを切り分けたことで、
どの数値を調整すれば狙い通りの快適性が得
られるかが可視化され、勘に頼らないデータ
駆動型の効率的な生地設計が可能になります。

研究期間：令和７～８年度

目的変数 説明変数
𝛽:標準化
偏回帰係数

VIF 補正𝑅2 モデル𝑝値 性質

保温性
B-Y -0.472*

1.797 0.75 <0.001 構造WC 1.133**

通気性
MMD-Y 0.725**

1.148 0.81 <0.001 構造EMT-T 0.359* 

吸水速乾性
MMD-Y 0.554* 

1.355 0.68 0.0014 構造MIU-T 0.428* 

ドレープ性
B-Y 1.077**

1.705 0.63 0.0030 構造
RT-T 0.605* 

接触冷感性
PET 0.660*

1.337 0.40 0.031 素材RT-Y 0.748*

試験名 規格名
保温性 JIS L 1096 (A法)
通気性 JIS L 1096 (A法)

接触冷感性 JIS L 1927
吸水速乾性 AATCC 201
ドレープ性 JIS L 1096 (G法)

圧縮 全29種
LC WC RC T0 TM

引張 曲げ
LT-T WT-T RT-T EMT-T B-T 2HB-T
LT-Y WT-Y RT-Y EMT-Y B-Y 2HB-Y

せん断 表面
G-T 2HG-T 2HG5-T MIU-T MMD-T SMD-T
G-Y 2HG-Y 2HG5-Y MIU-Y MMD-Y SMD-YKES物性値測定

機能性試験

統計解析

紳士服地13種

織物 編地

図１ 実験手順と解析結果 図２ 回帰モデル予測値と実測値の比較
(a)保温性、(b)通気性
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∗∗: 𝑝 < 0.01,∗: 𝑝 < 0.05
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